最上川流域観光入込者数について
最上川流域観光交流推進協議会

◆アウトカム目標

　　平成１４年度の最上川流域観光入込者数約2,832万人を平成２１年度までにリバーツーリズムを推進することにより、約3,130万人まで拡大する。

　　　　　　　　　　　　→　アクションプログラムの実践
※リバーツーリズム：川観光の活性化と歩き主体の観光の街への波及、さらに流域への多様な連鎖的効果を生み出す観光交流空間づくり

◆山形県全体及び最上川流域観光入込者数

（単位：百人）

	年　　　度
	山形県全体
	最上川流域
	備　考

	平成１４年度
	406,730
	283,200
	

	平成１６年度
	422,687
	未集計
	「おいしい山形」デスティネーションキャンペーン

	平成１７年度
	412,254
	294,200
	

	平成１８年度
	405,349
	278,418
	

	平成１９年度
	400,770
	279,059
	花回廊キャンペーン開始、新潟中越沖地震

	平成２０年度
	393,243
	274,866
	ガソリン高騰、岩手･宮城内陸沖地震、世界的経済不況

	平成２１年度
	418,440
	298,450
	「天地人」放映、「おくりびと」アカデミー賞、ETC割引


山形県商工労働観光部観光振興課（Ｈ２１年度まで）で発行している「山形県観光者数調査」から集計。
●アウトカム目標に対する結果について

　平成２１年度最上川流域観光入込者数２，９８４万人。約３００万人増の目標に対し、実績で

　１５２万人増（目標の約半分）

平成２１年度最上川流域観光入込者数について

最上川流域観光交流推進協議会
　協議会でアクションプログラムを作成し、平成１４年度最上川流域観光入込者数
約２，８３２万人を平成２１年度約３，１３０万人までに拡大する目標を立てて取り組んだが、実績で２，９８４万人となり、増加目標（約３００万人）の約半分となる１５２万人増に止まった。
（分　析）

　目標設定は平成９年から平成１４年までの伸び率年約１．５％を基本として、平成１５年度以降もリバーツーリズムを軸とした観光振興に積極的に取り組むこととし、平成２１年度までの伸び率を同様の年１．５％に設定した。

　以降、平成１６年度までは山形県が推進する「おいしい山形ディスティネーションキャンペーン」により県全体では４，２２６万９千人という過去最高を記録した。
協議会としては平成１７年度以降、アクションプログラムの取り組みにより観光客増を図ろうとしたが、ＮＰＯに対する支援打ち切り、協議会の力不足（ＮＰＯの離脱、人的体制や予算化困難による会員の取り組み不足、事務局体制）、災害や経済不況の影響（鳥インフルエンザによるスワンパーク等事業中止、平成１９年度は新潟中越沖地震の影響や、平成２０年度にはガソリン価格高騰・岩手宮城内陸沖地震・リーマンショックに始まる世界的経済不況の影響）により、平成２０年度まで観光客が漸減してきた。
平成２１年度になって、ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」放映や、映画「おくりびと」の米アカデミー賞受賞、モンテディオ山形Ｊ１昇格など、全国的に注目を集める明るい話題に恵まれるとともに、高速道路のＥＴＣ特別休日割引の効果もあり、山形県全体の観光入込者数としては５年ぶりに前年度を６．４％２５２万人上回り、４，１８４万人となった。

　これを最上川流域の観光入込者数でみてみると、２，９８４万人となり、前年度からは８．６％２３５万人増となったが、目標の３，１３０万人までは達せず、平成１４年度からみると実績で１５２万人増となり増加目標の約半分の達成に止まった。
